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神
姫
バ
ス(

夢
前
町)

糸
田
北
口
下
車

起
点
　
神
姫
バ
ス
糸
田
北
口
↓(

七
〇
ｍ)

↓
山
川
神
社
↓(

六
三
〇
ｍ)

↓

古
知
之
庄
石
仏
↓(

五
五
〇
ｍ)

↓
天
御
酒
神
社
・
若
王
子
神
社
・
巨
智
賀
那

塚
古
墳
跡
↓(

二
、
四
㎞)

↓
光
瑞
寺
↓(

二
、
五
㎞)

↓
蓮
華
寺
↓(

三
〇
〇
ⅿ)

↓
清
瀬
翁
功
徳
碑
↓(

五
九
〇
ｍ)

↓
光
専
寺
↓(

一
五
〇
ｍ)

↓
上
岡
遺
跡
↓

(

六
〇
〇
ｍ)

↓
義
民
滑
甚
兵
衛
塚
↓(

一
〇
〇
ｍ)

↓
義
民
塩
田
利
兵
衛
塚
↓

(

一
〇
〇
ｍ)

↓
置
塩
神
社
↓(

一
二
〇
ｍ)

↓
法
恩
寺
跡ă

石
造
無
縫
塔
↓

(

一
、
七
㎞)

↓
柏
森
神
社
↓(

六
〇
〇
ｍ)

↓
糸
田
バ
ス
停

 

古
知
之
庄
の
田
園
風
景
。
こ
の
周
辺
か
ら
は
、
縄
文
時
代
の
石
器
や
石
鏃
な
ど
の

遺
物
、
弥
生
時
代
の
住
居
跡
な
ど
が
発
見
さ
れ
巨
智
里ă

巨
智
郷
の
中
心
地
周

辺
と
推
定
さ
れ
る
。
︵
左
は
光
瑞
寺
、
右
は
蓮
華
寺
︶

交

通

案

内

コ
ー
ス
案
内

表

紙

説

明
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編集

　﹃
和
名
類
聚
抄
﹄
に
は
奈
良
か
ら
平
安
時
代
の
飾
磨
郡
十
四
郷
の
一
つ
に
﹁
巨
智
郷
﹂
が
あ
り
、
﹃
播
磨

国
風
土
記
﹄
に
も
飾
磨
郡
十
六
里
の
一
つ
と
し
て
﹁
巨
智
里
﹂
が
見
え
る
。
古
知
・
古
知
之
庄
と
い
う

地
名
は
、
渡
来
人
の
巨
智
賀
那
が
、
こ
の
地
を
請
い
田
地
を
開
拓
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う
。

　
聖
武
天
皇
の
葬
儀
に
用
い
た
と
さ
れ
る
正
倉
院
蔵
の
　︵
あ
し
ぎ
ぬ)

に
﹁
播
磨
国
餝
磨
郡
巨
智
郷
戸
主

巨
智
田
主
﹂
と
の
墨
書
が
あ
る
。
巨
智
郷
か
ら
質
の
高
い
緋
染
の
特
産
物(

調)

が
納
め
ら
れ
て
い
た
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
古
代
よ
り
巨
智
賀
那
氏
が
こ
の
地
に
養
蚕
や
紡
織
、
染
色
を
伝
え
巨

智
里
文
化
が
開
か
れ
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。

　
こ
こ
で
は
、
﹃
和
名
類
聚
抄
﹄
や
﹃
日
本
地
理
志
料
﹄
で
巨
智
郷
の
遺
称
地
と
さ
れ
る
古
知
之
庄
を
中

心
に
古
知
地
区
を
取
上
げ
る
。

文化財をたずねて

 古知地区めぐり
山
川
神
社

　
万
治
２
年(

一
六
五
九)

建
立

と
伝
わ
り
、
素
戔
嗚
命
を
祭
神
と

す
る
も
明
治
41
年
︵
一
九
〇
八)

に
村
内
の
五
小
社
を
合
祀
し
て

い
る
。
当
社
山
頂
湯
殿
山
に
、

か
つ
て
雨
乞
い
を
行
っ
た
と
伝

わ
る
石
碑
が
あ
る
。

応
永
地
蔵

　

(

古
知
之
庄
石
仏)

　
蓮
台
の
上
に
錫
杖
を
持
つ

地
蔵
菩
薩
の
像
が
刻
ま
れ
た
高
さ

一
、
六
ｍ
の
板
碑
。
応
永
廿
八

(

一
四
二
一)

の
刻
銘
が
あ
り
室
町

幕
府
第
四
代
将
軍
足
利
義
持
の
頃
、

飢
饉
、
悪
疫
の
流
行
に
苦
し
ん

だ
時
代
に
造
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　 天

御
酒
神
社
・
若
王
子
神
社ă

巨
智
賀
那
塚
古
墳
跡

　
古
知
之
庄
庄
屋
文
書
に
よ
る

と
創
建
か
再
建
が
寛
文
２
年

(

一
六
六
二)

と
伝
わ
る
。
古
来
、

安
産
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て

お
り
、
現
社
殿
は
明
治

34

年

(

一
八
九
七)

に
改
築
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
当
神
社
の
末
社
で

万
治
２
年(

一
六
五
九)

創
建
と

伝
わ
る
若
王
子
神
社
と
巨
智
賀

那
塚
古
墳
跡
も
隣
接
し
て
い
る
。

　 (

春
日
山)

光
瑞
寺

　
武
田
信
玄
の
臣
、
高
坂
弾
正
の

三
男
が
こ
の
地
で
草
庵
を
開
い

た
の
が
始
ま
り
で
、
そ
の
六
男

浄
念
の
と
き
、
亀
山
本
徳
寺
よ
り

寺
号
を
賜
っ
た
元
和
８
年(

一
六

二
二)

が
開
創
と
さ
れ
る
。
総
ケ

ヤ
キ
造
り
の
本
堂
を
持
ち
、
夢

前
町
最
大
で
浄
土
真
宗
本
願
寺

派
の
寺
院
で
あ
る
。

　 (

一
乗
山)

蓮
華
寺

　
天
長
年
間(

八
二
四
〜
八
三
三)

に
慈
覚
大
師
の
開
基
と
伝
わ
る
。

本
堂
は
円
教
寺
と
同
じ
懸
造
り

で
本
尊
の
地
蔵
菩
薩
は
秘
仏
と

伝
わ
る
半
跏
像
の
石
仏
。
十
世

紀
頃
の
造
立
と
さ
れ
る
木
像
十

一
面
観
音
坐
像(

市
指
定
重
要

有
形
文
化
財)

も
安
置
さ
れ
て

い
る
。

　
梵
鐘
に
は
、
播
磨
国
鋳
物
師

惣
管
職
と
し
て
名
を
馳
せ
た

芥
田
五
郎
右
衛
門
の
名
が
刻
ま
れ
、

太
平
洋
戦
争
に
供
出
さ
れ
て

金
属
の
品
質
検
査
を
受
け
た
際

に
空
け
ら
れ
た
４
つ
の
穴
も
残
る
。

奇
跡
的
に
返
還
さ
れ
た
歴
史
を

今
に
伝
え
て
い
る

清
瀬
翁
功
徳
碑

　
清
瀬
与
右
衛
門
は
、
弘
化
元

年(

一
八
四
四)

頃
、
湿
地
の

土
地
改
良
、
池
や
分
水
石
の
設
置
、

利
水
や
排
水
工
事
な
ど
当
時
先

進
的
な
整
備
で
地
域
に
貢
献
し
た
。

安
政
４
年(

一
八
五
七)

に
功
績
を

讃
え
て
建
立
さ
れ
た
。

(

中
谷
山)

光
専
寺

　
天
正
３
年(

一
五
七
五)

釈
智
光

に
よ
る
開
基
の
浄
土
真
宗
大
谷

派
の
寺
院
。
文
化
５
年
︵
一
八

〇
八
︶
に
本
堂
を
焼
失
し
、
同

12

年(

一
八
一
五)

に
再
建
し
て

現
在
に
至
る
。

上
岡
遺
跡

　
昭
和

52

年
の
発
掘
調
査
で

縄
文
時
代
の
石
器
・
尖
頭
器
や

石
鏃
、
弥
生
時
代
の
円
形
竪
穴

式
住
居
跡
、
土
器
片
な
ど
が

発
掘
さ
れ
こ
の
あ
た
り
が
古
く

か
ら
巨
智
里
の
中
心
で
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

義
民 

滑
甚
兵
衛
塚

　
寛
延
元
年

(

一
七
四
八

)

は

凶
作
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
関

わ
ら
ず
藩
主
・
松
平
直
矩
没
後
の

姫
路
藩
が
年
貢
の
納
入
を
厳
し
く

督
促
し
た
こ
と
な
ど
を
原
因
と

し
て
起
こ
っ
た
の
が
い
わ
ゆ
る

﹁
寛
延
一
揆
﹂
。
そ
の
指
導
者
の

一
人
、
滑
甚
兵
衛
を
悪
政
か
ら

人
々
を
救
っ
た
義
民
と
し
て
祀
っ

た
供
養
碑
。
三
十
三
回
忌
の

安
永
10
年(

一
七
八
一)

に
名
前
で

は
な
く
﹁
浄
土
三
部
妙
典
塚
﹂
を

刻
ん
で
建
て
ら
れ
た
。
碑
の
下

に
一
文
字
ず
つ
書
い
た
石
を

納
め
た
一
石
一
字
塔
と
し
て
も

伝
わ
っ
て
い
る
。

義
民 

塩
田
利
兵
衛
塚

　
滑
甚
兵
衛
と
共
に
寛
延
の

一
揆
で
人
々
を
窮
乏
か
ら
救
お

う
と
立
ち
上
が
っ
た
指
導
者
の

一
人
、Ā

三
部
妙
典
塚ā

と
彫
ら
れ

て
い
る
が
、
義
民
と
し
て
塩
田

利
兵
衛
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

置
塩
神
社

　
寛
延
元
年(

一
七
四
八)

11

月

に
市
川
川
原
に
数
千
人
が
集
ま
っ

た
こ
と
に
始
ま
る
寛
延
の
姫
路

藩
一
揆
は
全
藩
を
揺
る
が
す
大

一
揆
と
な
っ
た
。
幕
府
は
逮
捕

者
三
百
人
以
上
を
自
ら
大
坂
町

奉
行
所
で
吟
味
し
、
厳
し
い
態
度

で
臨
ん
だ
。
不
作
と
圧
政
に
苦

し
む
人
々
を
救
お
う
と
こ
の
一
揆

の
中
心
と
な
り
、
川
原
で
磔
な

ど
の
死
刑
に
さ
れ
た
古
知
之
庄

の
滑
甚
兵
衛
、
塩
田
利
兵
衛
と

又
坂
の
与
治
右
衛
門
を
祀
っ
た

神
社
。
毎
年
、
９
月

23

日
に
お

祭
り
供
養
が
行
わ
れ
て
い
る
。

(

法
恩
寺
跡)

石
造
無
縫
塔

木
造
薬
師
如
来
坐
像

　
法
恩
寺
は
昭
和

40

年
に
流
出

し
た
が
、
二
つ
と
も
難
を
逃
れ
、

県
指
定
重
要
文
化
財
と
な
っ
て

い
る
。
石
造
無
縫
塔
は
、
寺
跡
の

墓
石
群
内
の
右
端
に
あ
り
正
面
に

Ā

開
山
塔ā

背
面
に

Ā

永
和
四
年ā

と
刻
ま
れ
、
室
町
時
代
の
永
和

４
年(

一
三
七
八)

の
造
立
と
考

え
ら
れ
、
貴
重
な
石
造
美
術
品

で
あ
る
。

　
寺
の
本
尊ă

木
造
薬
師
如
来
坐

像
は
墨
書
の
胎
内
銘
が
記
さ
れ
、

体
に
比
べ
頭
部
が
大
き
い
な
ど

鎌
倉
大
仏
に
つ
な
が
る
特
徴
を

も
つ
。
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館

で
保
管
さ
れ
て
い
る
。

柏
森
神
社

　
置
塩
城
第
５
代
城
主
・
赤
松

則
房
は
秀
吉
軍
に
服
し
て
天
正

５
年(

一
五
七
七)

に
開
城
し
、

阿
波
の
国
住
吉
城
に
移
っ
た
。

そ
の
際
、
置
塩
城
の
守
護
神
は

城
下
櫃
蔵
神
社
の
三
か
所
に
分
祀

さ
れ
た
。
そ
の
一
つ
で
春
日
造

り
の
小
社
で
あ
る
。
神
域
は
、

か
つ
て
の
搦
め
手
の
要
地
に
あ
り
、

背
後
に
置
塩
城
跡
が
望
め
る
。

現
社
殿
は
、
大
正

12

年(

一
九

二
三)

に
改
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。



山川神社山川神社山川神社

山川神社

古知之庄石仏古知之庄石仏古知之庄石仏

若王子神社若王子神社若王子神社

光専寺光専寺光専寺

上岡遺跡上岡遺跡上岡遺跡

塩田温泉郷塩田温泉郷塩田温泉郷

義民義民
塩田利兵衛塚塩田利兵衛塚
義民
塩田利兵衛塚

置塩神社置塩神社置塩神社

石造無縫塔石造無縫塔石造無縫塔

(法恩寺跡墓石群内法恩寺跡墓石群内)(法恩寺跡墓石群内)

〔　　　　　 〕〔　　　　　 〕法恩寺木像薬師如来坐像は、法恩寺木像薬師如来坐像は、
兵庫県立歴史博物館で保存兵庫県立歴史博物館で保存
法恩寺木像薬師如来坐像は、
兵庫県立歴史博物館で保存

蓮華寺蓮華寺蓮華寺

清瀬翁功徳碑清瀬翁功徳碑清瀬翁功徳碑

寺寺寺

巨智賀那巨智賀那
塚古墳跡塚古墳跡

（伝（伝（伝)))
巨智賀那
塚古墳跡

和

38

年
の
工
事
中
に製

『播磨鑑』に Ā潮のさ

す田ā があり、塩田と

称していた所に元文年

間 ( 一七三六〜四十 )

頃に温泉が湧き出たと

記される。古くから湯

治場として栄えた。

跡跡跡跡跡跡跡
地地地地地地地

置塩サービス
センター

↑
至

古
知
小

↑

置
塩
神
社

夢
前
川

川

中
学
校

↓
至
↓
至

櫃
蔵
神
社

置
塩
城
跡

糸田橋田橋糸

〒〒
夢前糸田局夢前夢前

糸田公民館

古知ゴミ・プラセンター

起点 ă 糸田北口バス停

天
御
酒
神
社
よ
り

高長へ　高長より

蓮華寺　木造十一面観音坐像

古知小学古知小学古知小学

※A

※B

※
B

文化財をたずねて

 古知地区めぐり


